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廿日市工場桟橋の機能拡大について 

 

 広島ガスグループは平成21年10月末に策定・発表した2020年ビジョン「Action for Dream 2020」

の目的であるガス体エネルギーの普及拡大とエネルギーの高度利用を基軸とした低炭素社会実現に

取り組んでおります。 

 

当社は平成8年3月から小型LNG船によりLNG受入を開始し、天然ガスを主原料とした都市ガス

を供給しております。 

今後の更なる都市ガスの安定供給と需要増大への対応のため、当社は小型LNG船と併用して標準

LNG 船の受入が可能となる廿日市工場既存設備の増強による桟橋機能拡大工事（以下、本工事とい

う）について検討を行って参りましたが、この度、本工事を実施することを決定いたしましたので

お知らせいたします。 

 

（本工事のねらい） 

小型LNG船と併用して標準LNG船の受入体制を整えることで、 

 １．LNGの安定的な受入 

 ２．廿日市工場の有効利用・稼働率向上 

 により、将来の需要増大に対応して参ります。 

 

（本工事の概要） 

工事場所   ：広島ガス廿日市工場（広島県廿日市市木材港南12番20号） 

主な工事内容 ：LNG受入バース増強工事、LNG受入設備増強工事等 

総事業費   ：約120億円 

予定工期   ：平成23年度詳細設計実施、平成24年夏着工、平成27年末竣工（予定） 

運用開始 ：平成28年1月（予定） 

 

（今後の見通し） 

本工事に伴う、平成23年3月期の当社連結・個別業績予想に与える影響については現時点での変

更はございません。 

 

（参考） 

・小型LNG船：LNGタンク容量 約 20,000 m3 

・標準LNG船：LNGタンク容量 約 177,000 m3（想定される最大船型） 

・廿日市工場の既設設備の能力上の制約等から、当面は標準LNG船を満載ではなく、部分積みで受

け入れることを予定しております。 

以 上 


